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◆食品リコール情報の報告制度について
平成30年に食品表示法が改正され、令和３年６月１日から食品等に関わる事業者が食品

等の自主回収（リコール）を行った場合、食品表示法に基づき、アレルゲン等の安全性に関
わる食品リコール情報を都道府県等に届け出ることが義務化されました。食品衛生法改正
に伴い、食品表示法も改正されたものです。
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【最近の法改正等のお知らせ】 最近の気になる改正等の情報
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消費者庁HPの食品表示法等(法令及び一元化情報)の情報から作成

Ｐａｇｅ１

※続きはＰａｇｅ１-2～４（会員）で記載しています。

■食品表示法（食品の回収の届出等）
第１０条の２

食品関連事業者等は、第６条第８項の内閣府令で定める事項につ
いて食品表示基準に従った表示がされていない食品の販売をした場
合において、当該食品を回収するとき（同項の規定による命令を受け
て回収するとき、及び消費者の生命又は身体に対する危害が発生す
るおそれがない場合として内閣府令で定めるときを除く。）は、内閣府
令で定めるところにより、遅滞なく、回収に着手した旨及び回収の状
況を内閣総理大臣に届け出なければならない。

２ 内閣総理大臣は、前項の規定による届出があったときは、その旨
を公表しなければならない。

安全性に重要な影
響を及ぼす事項と
は何か？
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体系的に理解し実務に役立てる

※続きはＰａｇｅ２-２～４（会員）で記載しています。

【食品表示案内】 保存方法について



コラム【ちょっと深く、考える】
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「チルド温度帯において冷蔵してあるもの」とは

チルド温度帯
チルド温度帯とは、食品の流通の仕組みであるコールドチェーンで使われる温度帯のうちの一つです。マイナ
ス5℃～5℃の領域のことで、昭和50年に農林省（現：農林水産省）が食品低温流通推進協議会にて設定しま
した。
この温度帯の低温側では、食品の凍結点が含まれています。最大氷結晶生成帯（マイナス5℃～マイナス1℃
）でもあることから、氷結晶が大きくなると食品組織の品質が劣化します。

この温度帯とは別に、一般に10℃以下の保存が必要な食品をチルド食品と呼びます。

氷温貯蔵とは、0℃より低く、凍結点(食品が凍り始める温度)より高い温度帯で冷却・貯蔵する方法です。
食品は0℃で凍るわけではなく、食品中の水分量、水分に溶けている可溶性固形分等の濃度等により凍結点
は0℃以下に変動します。0℃から各食品の凍結点までの温度帯を氷温領域と呼びます。氷温領域では、食

品が凍結することがないので、氷結晶による食品組織の破壊が起こりません。また、低温での貯蔵により、酵
素の活性や有害微生物の発育を抑制するので、食品の品質を保持することができます。

冷蔵やチルドに比べて長く保存することができますが、低温細菌が存在する場合、氷温領域でもゆっくりと増
殖し、食品を腐敗させてしまいます。

パーシャルフリージング
パーシャルフリージングとは、主に肉や魚などの生鮮品を中心に、マイナス3℃付近で貯蔵する方法です。
食品を部分的に冷凍した状態で保持することで、冷蔵と比較して長期間良好な品質を保つことができます。
冷蔵やチルドに比べて長く保存することができ、冷凍が難しい食品でも長期間貯蔵することができます。
また、表面が凍る程度ですので、解凍することなく、すぐに調理することが可能です。
ただし、最大氷結晶生成帯での貯蔵となるので、長期間保存すると食品中の氷結晶が大きくなり、品質が劣
化します。
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⇒「チルドハンバーグステーキ」「チルドミート
ボール」「チルドぎょうざ類」

冷凍技術に関するインターネット情報から作成

チルド・常温について

※ 解説はＰａｇｅ３-２（会員）で記載しています。
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著作権法によりこう食品法令の事前の許可なしに複写・引用等の使用は禁止されています。
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（編集後記） 年会員の会費で当ＨＰが運用されています。年会員限定のサービスを希望される方は、

お手数ですがお問い合わせフォームから、年会員（月にコーヒー１杯の価格相当分です）の登録をお
願いいたします。ご理解賜りますようお願い申し上げます。

会員の皆様には実務に役立つ定期機関紙をお送りしております。また、法令等の実務上のご質問も
承ります。また、日頃の疑問点の判断資料として当コンサルをご利用くだされば幸甚です。実務上で
困った時のご相談もお待ちしております。
２０２１年（令和３年）も実務に役立つ情報発信をして参ります。
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・・・、実際のところ、われわれが、自分たちは
まったくの妥協の余地のない状態の中にあり。「折
れ合う」とか「特典」とか「例外」とかいう言葉はまっ
たく意味がなくなっていることを納得するまでには、
多くの日数を要したのである。（カミュ「ペスト」（宮
崎訳）


